
　キノコには葉緑素がなく自分で栄

養を作ることができません。菌糸体

という白い綿のようなものを根のま

わりや落ち葉に張りめぐらせて栄養

を吸収します。菌には「共生菌」と

いってマツタケのように樹木と栄養

のやりとりをしていっしょに生きて

いるものと、「腐生菌」といって落

ち葉や倒れた木を栄養にして分解し、

土にもどす役割をしているものがあ

ります。�

 ②キノコのやくわりを�
　 考えてみよう�
�

 ①落ち葉めくりをしてみよう�
�

「雑木林の自然かんさつ」（財）日本自然保護協会より�

みぢかな森・林調べ�

第1章�

自然を見つめて�
みよう�

お　　　　　 ば�

きん   し  たい 

わた 

は 

きゅうしゅう きょうせいきん 

ふ  せいきん�

たお ぶんかい 

ようりょくそ 

じゅもく 

やくわり 
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（財）日本自然保護協会 「雑木林の自然かんさつ」を参考に作成�

（財）日本自然保護協会「自然観察ハンドブック」を参考に作成�

  ③人と雑木林の関係を調べてみよう�

  ④みぢかな林を調べてみよう�

○だれがどんなふうに管理しているか 地元の人に話を聞こう。�

○下草刈りなどよく手入れされた雑木林では、樹木や山野草の種類が多く、�

　それらを好む昆虫や鳥も多く生息しています。林の種類によって動物や�

　植物の種類がどんなふうに違うか観察してみよう。�

一年中葉がなくなら
ないでいつも緑を保
っている林（アラカシ、
シイ、タブなど）�

秋になると葉が紅葉
し冬には葉がかれる
林。（クヌギ、コナラ、
ブナなど）�

材木などにするため
人の手で植えられた
林。（スギ、ヒノキな
ど）�

竹だけで他の樹木が
はえない林。（モウソ
ウチク、マダケなど）�

竹   林�常緑広葉樹林�
落葉広葉樹林�
（雑木林）� 人 工 林�

近くの林はどの種類かな？�

じょうりょくこう よう じゅ りん 

らく よう こう よう じゅ りん  

じん   こう    りん  ちく　　   りん 

ざい  もく�こう よう� じゅ もく�

かん り じ  もと 

さん  や  そう した くさ  か�

せいそく 

雨�

子�
の�
旅�

っ�

きりかぶから�
芽が出る�

シイタケのホダ木�

炭�

管理された雑木林�

落ち葉かき�

たい肥�

下草刈りを�
する�

里　山�
人里の近くの山で、林や田んぼなどがいっしょになっている�

ところ。電気やガスを使う前の時代では、この山で燃料や肥�

料にするたきぎ、落ち葉などを集めていたんだ。昆虫もたく�

さんいて、子どもたちはお手伝いしながら、虫をつかまえた�

り、かくれがを作ったりしてよく遊んだよ。�

ねんりょう� ひ�

りょう� こんちゅう�

さ　と　   や 　 ま�

あっ！ クワガタだ�

伐採�
ばっさい�

林の中に光が差しこむといろ�
いろな植物がはえるようにな�
り、それを求めて昆虫や鳥な�
　　　　どの生きものもたく�
　　　　さんやってくる。�

ぞう　 き   ばやし�
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